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1 Abstract

1.1 概要

本講演では, 様々な数学的対象を通して, 掲題の概念の, 数学における具体的様相を提示しようと思います.

必要な知識について復習しつつ, どのような数学的観察の末にどういう文脈で, 様々な数学的対象が内在的

(intrinsic)であったり, リジッド (rigid)であったり, 復元可能 (reconstructible)であることがわかるの

かについて群論的 · 環論的側面と圏論的側面から紹介できればと思います. 従って, 本講演は,“何かひとつの

対象に対して深く話をする”, というよりは,

気を緩めて縦横に眺め廻る

ようなものですので, 気楽に聞いていただけたらと思います.

個人的な話で恐縮ですが, 筆者は [数学科 · 数理研究科に在籍していた, という意味で, ]数学 (遠アーベル幾

何学)が専門だったのですが, 頭の中では認識 [や言語]に最も強い関心があり, 数学への関心はそれが“認識の

モデルを与えてくれる [気がする]”という点から生じています. そういう経緯でこのようなテーマ設定とさせ

ていただいた次第です.

現在は社会人の日曜数学として細々と数学と関わっておりますので, 今後発表日までの仕事の都合で発表内

容の質がコロコロと変わるかもしれませんが, それでも, 例えば, 様々な数学分野の門を叩くモチベーション作

りとしてでも, 是非聞いていただけたら嬉しいです.

1.2 構成

1.2.1 群論的 · 環論的方法
最初にイントロダクションとして, 環論の基本的なテーマである Krull次元や準素イデアル分解について,

掲題の視点でお話しようと思います. 例えば [AM]では,
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• 一般の [単位的]可換環とその [properな]イデアルに対して, それが準素イデアル (primary ideal)で

ある, という性質が定義され,

• 特にNoether環 [のイデアル]に対しては, そのある種の有限性から準素イデアル分解の存在が導かれ,

• より強くDedekind整域においては [0でないイデアルの]一意的な素イデアル分解可能性が導かれる.

というお話が展開されていますが, 本講演ではその分解の一意性について掲題の視点で述べ直し, 簡単な内在

性 · 復元可能性 [と, その帰結]について観察しようと思います.

p進の世界にも視線を移そうと思います. 例えば, 標数 0から標数 p, という向きには,

R 7→ R/p

という標準的な対応があります. 簡単な例では, この対応は R = Zp の場合 Zp 7→ Fp で, intuitivelyにはこの

対応は“情報を失い過ぎている”ように思えるのですが, 実はそうではなく, Witt環による関手的な標準的持

ち上げ (canonical lifting)[Lar]
Fp 7→ W (Fp) ≃ Zp

が存在することが知られています. Witt 環のお話に続けて, 例えば p 進 Hodge 理論の文脈まで踏み込み,

様々な p進世界における性質の内在性や復元可能性 — 例えば, 局所体の bi-anabelian/mono-anabelian

な復元 — を紹介できればと思います.

1.2.2 圏論的方法

まず, Galois圏について, [SGA1]や [Cad]に沿ってその一般論とそれが如何に組合せ論的であるのかにつ

いてお話します (Galois圏については, 少し詳しく話そうかな, と思っています). 最も端的には, Galois圏と

は単に,

圏 Cであって, 副有限群 Gと圏同値 F : C
∼−→ FSetsG が存在するもののことである

と言えるのですが, それを純粋に圏論的な (purely category theoretic) 条件で — つまり, 副有限群の

言葉が出てこない条件で — 言い換えることができます. その際登場するある特別な関手 F(ファイバー関手)

は, Galois圏 C上の [位相幾何学で登場するような]基点 (basepoint)

F : ∗ → C

とみなすことができ, この視点に立つと, Galois圏は anabelianな幾何的対象である, つまり, 標語的に,

Isom(C1,C2)
∼−→ Isom(π1(C1), π1(C2))

を満たす, ということが言えることがわかります. 更に, 無限次元 Galois 圏が [BS13] で, 幾何的 Galois

圏が [Mzk3]や [P16]で議論されていますが, Galois圏は組合せ論的対象である, という事実が, 基点のある種

の剛性 (rigidity)を導き, 幾何的 Galois圏上の基本群 (fundamental group)を定義する際に重要である,

ということも話します. また, ここで, 圏論に絡めて他の復元的テーマ — 例えば, スキーム X,Y に対する自

然な全単射
Isom(X,Y )

∼−→ Isom(SchY ,SchX)

の存在 [Mzk4] — や, より広い遠アーベル幾何学の結果について, 掲題の概念を念頭におきつつお話したいと

思います (参考文献としては, 例えば [DM], [Mzk1], [Mzk2], [Wak1], [Wak2], [LO]).
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1.3 予備知識

予備知識としては, スキーム論的代数幾何学とその周辺の知識を仮定しますが, 紹介する結論自体を感じ取

るには, 特別何かの分野の知識が必要, というわけではなく, 基本的な学部生レベルの数学の (知識ではなく!)

経験があればいいな, となります.

当日は是非とも宜しくお願いいたします.

keywords: intrinticity, rigidity, reconstructability, anabelian geometry
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